
２０２６年１０月２５日（日） 日本基督教団 大宮教会 
大宮教会ビジョン 
「すべての人を喜びあふれる神の家族へ」 
‐聖書の御言葉に生きる共同体を造り上げる‐ 

    （マタイによる福音書28：19～20） 

朝 第 １ 礼 拝 9:00～10:00    

朝 第 ２ 礼 拝 10:30～11:45   

<神の招き >       
前 奏  ① 前奏曲 イ短調         J.S.バッハ 

                      ② 神は我が砦                     ブクステフーデ 

招 き の 詞 イザヤ書５２：７～１０ 

交 読 詩 編 １４８：１～６ 

讃 美 歌 １５１ 

<神の言葉 > 

聖 書 ヨエル書３：１〜５ 

   (旧約 聖書協会共同訳1405頁) 

     エフェソの信徒への手紙６：１０〜２０          

    (新約 聖書協会共同訳 351頁) 

祈 祷 

讃 美 歌 ３７７ 

説 教 「霊によって絶えず祈る｣   

佐藤潤伝道師 

祈 祷                

黙 想 

讃 美 歌 ４９７ 

<神への応答> 

使 徒 信 条 

献 金 

主 の 祈 り 

宣 教 報 告②   

頌 栄 ２５ 

派遣と祝福 

後 奏  ① 我らみなひとりの神を信ず   J.C.バッハ 

                      ② 神は我が砦           バッハ               

宣 教 報 告①                       

サテライトチャーチ植竹礼拝        10:30～11:30 

夕 礼 拝 18:00～19:00     

<神 の 招 き > 

前 奏 神をのみ愛する人は(1)          ベーム 

招 き の 詞 イザヤ書５２：７～１０ 

交 読 詩 編 １４８：１～６ 

讃 美 歌  １９ 

<神 の 言 葉 > 

聖 書  ダニエル書１２：２～３ 

  (旧約 聖書協会共同訳 1382頁) 

      ヨハネによる福音書１１：１〜１９ 

     (新約 聖書協会共同訳183頁) 

祈 祷 

讃 美 歌  ５９ 

説 教 「主イエスとラザロ」   

熊江秀一牧師 

祈 祷         

黙 想 

讃 美 歌 ４４９ 

<神への応答> 

使 徒 信 条 

献 金 

主 の 祈 り 

宣 教 報 告 

頌 栄 ２９ 

派遣と祝福 

後 奏 神をのみ愛する人は(5)          ベーム 

ワーシップ（賛美礼拝）14：00～15：00 
説教 ｢感謝しよう！賛美しよう！｣  

熊江秀一牧師、 
ルカによる福音書17：11～19    
賛美:花も､みんな賛美､どんな時でも､ワンボイス､ 
      ありのままソング､ 主の祈り､ 感謝の心､  
      その日全世界が 

次週の礼拝（１1月1日）聖餐式 

① ９：００ ② １０：３０ 
説教「信仰とは」(信仰告白①) 

熊江秀一牧師 
ヨブ記１９：２５～２７、 

ヘブライ人への手紙１１：１～３ 
交読詩編１：１～６ 

讃美歌１､５０､３８０､８１､２８ 

夕 １８：００ 
説教「隣人とは誰ですか」 

佐藤潤伝道師  
レビ記１９：１７～１８、 

ルカによる福音書１０：２５〜３７  
交読詩編１：１～６ 

讃美歌１６２､４４１､５３２､８１､２６ 
礼拝当番 ①8：30、②9：45、夕 17：30集合 

降誕前節第9主日 

今週の御言葉 

どのような時にも、霊

によって祈り、願い求

め、すべての聖なる者

たちのために、絶えず

目を覚まして根気よく

祈り続けなさい。 
(エフェソの信徒への手紙

６：１８） 



 

■今週の祈祷課題■  独り祈る時、共に祈る時にお覚えください。 

１．キリストの体なる教会が豊かに形成される為に  

２．熊本地震と東日本大震災、能登半島地震、各地の豪雨被害者の為に  

３．宗教改革記念日（10月31日）の為に ４．長老会の為に ５．第44回日本基督教団総会の為に   

６．バザーの為に ７．関連幼稚園（大宮・植竹・白百合）の為に  

８．世界にキリストの平和がある為に ９．病気の兄姉の為に 

＊関東教区お祈りカレンダー 筑波学園教会  取手伝道所  シャローム伝道所 

◇先週の説教より 「イエスさまは命の神さま」ヨハネによる福音書11章38～44節、エゼキエル書37章12～13節   熊江秀一牧師 

ベタニアにマルタとマリア、兄弟ラザロが住んでい
ました。ある時、ラザロが病気になり、死んでしまい
ました。イエスさまが到着したのは死の４日後でし
た。 

マルタは嘆きました。イエスさまも死はどうするこ
ともできないと思っていたからです。 

そんなマルタにイエスさまは言います。「私は復活で
あり、命である。私を信じる者は死んでも生きる」。
これは主の約束の言葉です。 

イエスさまはラザロの墓に行きました。蓋の石を取
りのけなさいと命じ、「信じるならば、神の栄光を見
ます」と言います。そして「ラザロ、出てきなさい」
と命じます。するとラザロが出てきたのです。主はラ
ザロをよみがえらせ、死の力に打ち勝ち、死者を復活
させる方であることを示されました。後にイエスさ
まも復活され、墓からお出になります。今や、墓はイ
エスさまが復活し、ラザロをはじめ死者を呼び出し
て、主の命に預かる場所となりました。 

私たちもイエスさまと出会う時、この命に生きる者
となります。 

アンは、貧窮、病気、母の死、父の逃亡、弟の死の
中、ひどい心の病気になり、救貧院の地下病棟に隔
離されます。 

そんなアンのもとに年老いた看護士が「イエスさま
はこの少女を愛しておられる」と聖書やおやつを持
って毎日来ました。イエスさまの愛を語り続け、ア
ンの心が変わり始めました。そして癒されたので
す。アンは自分と同じ苦しみにある人のために働こ
うと決心します。 

そして家庭教師としてヘレン・ケラーに仕えたので
す。３重苦のヘレンに生きる喜びを伝えたのがア
ン・サリバンでした。 

ラザロをよみがえらせたイエスさまは、アンに、ヘ
レン・ケラーに新しい命を与えました。 

私たちもイエスさまを信じ、永遠の命の恵みをいた
だき、主の愛の中を歩みましょう。 

＊礼拝中、起立がご無理な方は、着席のままどうぞ。＊◦は祈祷当番の方。＊①は朝第1礼拝、②は朝第2礼拝、夕は夕礼拝。 


